
デジタル教科書指導案／地理的分野
1．題材　p.258-259　伝統行事と生活・文化の変化
2．目標　⑴　東北地方の祭りや行事の特色を、自然環境などと関連付けて考察できる。
	 ⑵　交通網の整備による、東北地方の祭りや生活の移り変わりを理解できる。

4．指導過程

学習内容・学習活動 資料・発問 留意点（○）・指導のポイント（◆）

導
　
　
入

１．「提灯が輝く『秋
田竿燈まつり』」の写
真を題材にし、本時の
課題をつかむ。

２．東北地方で夏祭り
が盛んな理由を予想し、
学習課題への見通しを
持つ。

○　秋田竿燈まつりのほかに知っ
ている東北地方の夏祭りを挙げさ
せながら、本時への導入を図る。
◆　秋田竿燈まつり、青森ねぶた
祭、仙台七夕まつりを東北三大祭
りとよび、ほかにも山形花笠まつ
りや盛岡さんさ踊り、弘前ねぷた
まつりなど、多くの夏祭りが開催
されていることに気付かせる。

○　東北地方で夏祭りが盛んな理
由を予想させる。

○　「学習前の予想」へ記入させ、
本時の学習展開の見通しを持た	
せる。

展
　
　
　
　
開

３．秋田竿燈まつりと
横手の雪まつりを事例
に、東北地方の祭りや
伝統行事の由来につい
て考える。

〇　学習プリントを活用し、秋田
竿燈まつりと横手の雪まつりの概
要と共通点を考えさせる。
◆　竿燈は稲穂をかたどっている
ことや、かまくらの中には水の神
様である水神様がまつられている
ことに気付かせ、どちらも米の豊
作を祈る行事であることに気付か
せる。

○　写真の祭りのほかにも岩手県
の「チャグチャグ馬コ」など、東
北地方の祭りや行事には農業に由
来するものが多いことに気付か	
せる。

学習課題：�東北地方の伝統的な祭りや人々の生活は、どのように変化してきたのだろうか。

評価との関連 指導のポイント

知識・技能 ・�東北地方の伝統的な祭りや行事は、農業に由来するものが多いことを理解している。

思考・判断・表現 ・�東北地方の伝統行事や人々の生活の変化を、交通網の整備の観点から説明している。

3．章・節の評価規準例につながる指導のポイント

この祭りの名前と行われる場所を確認してみよう。

竿燈まつりの提灯は、何を表しているのだろうか。

かまくらの中には何がまつられているだろうか。

二つの伝統行事の共通点を考えてみよう。

このほかに知っている東北地方の夏祭りを挙げて
みよう。

東北地方では、なぜ夏祭りが盛んなのか予想して
みよう。
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展
　
　
　
　
　
　
開

４．東北の夏祭りの観
光客が増えた理由を考
える。

５．交通網の発達によ
る都市間の結び付きの
変化について、仙台と
山形を事例に理解する。

６．都市間交通の発達
により、仙台都市圏が
形成されたことを理解
する。

○　東北地方の主な祭りの開催日
に注目させ、８月上旬に集中して
いる理由を考えさせる。
○　ほかの祭りも見て回れるよう
に、1960 年代に祭りの日程が調
整され、それ以後「東北三大祭り」
という呼び方が定着したことを補
足する。

○　高速道路・新幹線の開通年や、
時間距離の短縮にも着目させる。

○　仙台発山形行きの高速バスの
時刻表から、仙台と山形の結び付
きについて考えさせる。

◆　平日は朝の７時台のバスが多
いことに気付かせ、通勤・通学客
が多いことを推測させる。

○　学習プリントを活用し、東北
地方における仙台市の役割につい
て考えさせる。
◆　仙台市は人口 100 万を超える
政令指定都市であり、多くの企業
や商業施設が集まる大都市でプロ
スポーツチームなどもあることを
理解させる。

○　仙台市に人口が集中する一方
で、仙台市以外は人口減少が進ん
でいる地域が多いことに気付か	
せる。

整
　
　
理

７．本時のまとめをする。

８．学習課題への振り
返りの活動を行う。

◆　東北地方の伝統行事や人々の
生活の変化について、交通網の整
備に着目して説明できたか確認	
する。

○　「学習後の振り返り」へ記入
させ、「学習前の予想」と比較さ
せる。

「学習後の振り返り」の欄に記入してみよう。

祭りの開催時期から気付いたことを挙げてみよう。

東北地方の伝統行事や人々の生活は、どのように
変化しているか、交通網の整備の点から説明しよう。

平日と土曜・日曜・祝日の発車時刻を比べて、ど
のようなことが推測できるだろうか。

仙台市に人口が集中している理由を、都市の機能
と交通網の面からまとめてみよう。

交通網が発達したことは、東北地方にどのような
変化をもたらしたのだろうか。

夏祭りに多くの観光客が訪れるようになったのは
なぜだろうか。
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（例）　�東北地方の行政や経済の中心で、政府の出
先機関や大型の商業施設などが集中してい
るから。

（例）　�県内だけでなく、隣接する県と新幹線や高
速バスなどで結ばれているため、通勤や通
学、買い物、観光などに便利だから。


